
加古川水系河川整備基本方針の変更について
＜参考資料＞

令和７年１月１６日

国土交通省 水管理・国土保全局

資料３－２



①流域の概要
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十勝川水系加古川水系主な治水対策 アーマーレビー

加古川下流部で横断工作物等による阻害のために戦後最大洪水（7,800m3/s）が計画堤防高を上回る区間が
あるが、改善するためには橋梁、井堰等の多くの横断工作物の改築が必要になってくる。改築には多額の事業
費と長期の改修期間を確保しなければならず、人口、資産が集積する加古川下流域を長期間危険な状態にする
こととなるため、越水による破堤対策（耐越水対策）として、アマーレビーによる堤防強化を緊急的に実施した。

堤防強化の検討にあたっては、耐浸透及び耐越水の模型実験を行ったうえで、昭和61(1986)年に｢加古川堤防
強化対策検討委員会｣を設置し、検討を重ねた上で、昭和63(1988)年度から工事着手した。

位置（左岸） 兵庫県加古川市加古川町河原地先
（5.8k～7.5k）

（右岸） 兵庫県加古川市東神吉町出河原地先
（5.6k～7.6k)

工事期間 昭和６３年度～平成7年度

航空写真表側法面写真 裏側法面写真

位置図標準断面図
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十勝川水系加古川水系主な治水対策 河川激甚災害対策特別緊急事業（加古川上流域）

○ 平成16年10月台風第23号により、加東市域及び西脇市域で戦後最大となる床上浸水195戸・床下浸水423戸の甚大な被害が発生した。

○ 加古川上流（指定区間）の西脇市域では、河川激甚災害対策特別緊急事業として、「河床掘削」、「築堤」、 「堤防強化」、 「橋梁架替」、「井堰改築」等を行うととも
に、さらに、地域の防災力向上を図り、円滑な避難活動を支援するためのソフト対策を行った。
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➄河川環境・河川利用についての検討
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十勝川水系加古川水系河川環境の整備と保全 自然再生事業の現状と目標

整備順序及び内容

○ 自然再生事業は、多様な生物の生息・生育・繁殖環境の再生を目指し、平成25年10月に策定された自然再生計画に基づき実施している。
○ 整備順序は、第１段階として「上下流の連続性の再生」、第２段階として「ワンド・たまりの再生」、「瀬・淵の再生」、第３段階として「礫河原の再生」、第４段階として「流域との連続性の再生」を計画し

ている。
○ 「上下流の連続性の再生」は完了しており、 「ワンド・たまりの再生」及び「礫河原の再生」は実施中、 「瀬・淵の再生」及び「流域との連続性の再生」は今後実施予定である。

○第１段階
川に魚を入れるため「上下流の連続性の再生」を進める。

○第２段階
魚が川で生活できるようにするため「ワンド・たまりの再生」「瀬・淵の再
生」といった貴重種の生息場の回復を進める。

○第３段階
河原植物が減少していることから「礫河原の再生」を進める。

○第４段階
川に魚が入り生活できるようになってきた後は、堤内地にも移動できる
よう「流域との連続性の再生」を進める。

○モニタリング
整備と並行して定期的にモニタリングを実施し、蓄積した知見を事業に
フィードバックし、効果的な事業の推進を図る。

【ワンド・たまりの再生】

【礫河原の再生】

河床掘削による「盤下げ」、
及び水面の「拡幅」、「樹木
伐採」により湿地環境を再
生する。 河川の営力（洪水による攪乱）を活用し、

様々な頻度で攪乱を受ける礫河原となる
ような形状とする。

整備箇所

整備イメージ

【ワンド・たまりの再生】
【礫河原の再生】

○川と人との関わりが深かった頃に存在した昭和20～40年頃の加古川
を目指して、多様な動植物の生息・生育・繁殖環境となる礫河原、瀬・
淵、ワンド・たまり、河川の上下流や流域との連続性の再生を行う。

自然再生の目標

優先：重要種が減少した箇所から

基本的な考え方

川に魚を入れる川に魚を入れる

入ってきた魚が川で生
活できるようにする

入ってきた魚が川で生
活できるようにする

河川から
背後地へ

河川から
背後地へ

河原の再生河原の再生

課題：希少魚減、河原植物減

メニュー別の優先度

①上下流の連続性の再生①上下流の連続性の再生

・海から川へ、
下流から上流へ

・生息に必要な場の保全・再生
※餌場、休息場
※産卵場、出水時避難場

川から田んぼへ

河原植物の再生

②わんど・たまりの再生②わんど・たまりの再生

③瀬・淵の再生③瀬・淵の再生

⑤流域との連続
性の再生

⑤流域との連続
性の再生

④河原の再生④河原の再生

優先：下流から上流へ

優先：下流から上流へ

優先：重要種が過去に確認された箇所から
加古川：未

優先：水田までの連続性や水路内の
生息環境が良い箇所から

連
続
性

直
轄
区
域
外
と
の

直
轄
区
域
で
の
再
生

加古川：済

加古川：未

加古川：未

加古川：未

完了

実施中

未実施

未実施

整備順序の基本的な考え方 5



十勝川水系加古川水系

ワンド・たまりの再生の対象箇所等

○ ワンド・たまりには、ヤリタナゴ等の止水性魚類、タナゴ類の産卵母貝となる二枚貝、ミズオオバコ等の沈水植物、ミクリ等の抽水植物が生息・生育している。また、魚類等の繁殖場や稚魚の成育場
、出水時の避難場等として利用されている。

○ ワンド・たまりの再生は、19箇所中12箇所が完了している。11.0k右岸、22.4k左岸、23.2右岸、24.6k右岸、24.8k右岸では、概ね当初想定したとおりのワンド形状を維持できており、生物の生息・生育・
繁殖環境は引き続き維持されている。

ワンド・たまりのモニタリング結果

ワンド・たまりの再生の対象箇所及び進捗状況

○ワンド・たまりの整備は、加古川のわんど・たまりの代表種として設定された『ヤリタ
ナゴ』『カワヒガイ』の生息環境を整えることが目的である。

○これらの種は、特に下流域（4.5k～12.5k）において確認個体数が少ないことから、ま
ず下流域で整備を行う。下流域の整備が終わった後、重要種の確認状況を踏まえ、
感潮域、中流部の整備を進める計画としている。

ヤリタナゴ カワヒガイ

総合評価魚類調査箇所

施工当初の地形は維持されており、止水性魚類や底生生物、湿生植物の生
息・生育・繁殖環境として機能している。タナゴ類やイシガイ類が非常に少な
く、繁殖環境の形成には至っていない。

指標種が8種、フナ属やモツ
ゴ等の止水性種中心の魚類
相が形成

11.0k右岸

令和2年度完了

施工当初の地形は維持されており、止水性魚類や底生生物、湿生植物の生
息・生育・繁殖環境として機能している。タナゴ類やイシガイ類は確認されて
おらず、繁殖環境の形成には至っていない。

指標種が5種、フナ属やモツ
ゴ等の止水性種中心の魚類
相が形成

22.4k左岸

平成30年度完了

施工当初の地形は維持されており、止水性魚類や底生生物、湿生植物の生
息・生育・繁殖環境として機能している。指標種は施工後に増加している。外
来種であるがタナゴ類が確認されている。イシガイ類は非常に少なく、繁殖
環境の形成には至っていない。

指標種が11種、フナ属やモツ
ゴ等の止水性種中心の魚類
相が形成

23.2k右岸

令和4年度完了

施工当初の地形は維持されており、止水性種中心の生物相だが、流水性の
カワヨシノボリもみられ、上流からの流入による影響を反映した生物相が形
成されている。タナゴ類やイシガイ類が非常に少なく、繁殖環境の形成には
至っていない。

指標種が9種、フナ属やチュ
ウガタスジシマドジョウ等の
止水域を好む指標種が確認

24.6k右岸

令和2年度完了

施工当初の地形は維持されている。フナ属が大きく増加しており、水に浸
かった植生帯を繁殖に利用したと考えられる。タナゴ類やイシガイ類は確認
されておらず、繁殖環境の形成には至っていない。

指標種が7種、フナ属やモツ
ゴ等の止水性種中心の魚類
相が形成

24.8k右岸
令和3年度完了

R2 R3 R4 R2 R4

施工前 施工後 施工前 施工後

（R2施工箇所） （R3施工箇所）

24.6k右岸 24.8k右岸

魚類 底生動物

0

2

4

6

8

10

12

14

R2 R3 R4 H30 R1 R2 R3 R4

施工前 施工後 施工前 施工後

（R2施工箇所） （H30施工箇所）

11.0k右岸 22.4k左岸

指
標

種
種

数

加古川

東条川

万願寺川

15k

5k

10k

25k

30k

20k

0k
感潮域

下流部

中流部
※ 指標種とは、特定の環境条件を生息に必要とする生物の種類で、環境条件や環境汚染の程度を知る目安になる種のこと。
※ 加古川では、過去の河川水辺の国勢調査で確認されている魚類及び底生動物のうち、ワンド等の止水域で生息する魚類及びそれらの繁殖に

影響する二枚貝等の大型底生動物を指標種として設定している。

<<凡例>>
R01年度まで
R02年度まで
R03年度まで
R04年度まで
R05年度以降

加古川のワンド指標種
であるカネヒラ(写真上)、

イシガイ(写真下)

ワンド・たまり施工箇所で確認された指標種（種数）の経年変化

河川環境の整備と保全 自然再生事業の現状と目標
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十勝川水系加古川水系動植物の生息・生育・繁殖環境 河口部干潟のモニタリング調査

河口干潟モニタリングの実施状況 学識経験者意見

○ 加古川河口部では、平成 23 年に策定された「加古川水系河川整備計画」に基づき河道掘削を実施している。事業の進捗と並行して、河道掘削の影響を把握す
るためのモニタリング調査（生物生息状況、物理環境等）を行っている。

○ モニタリング調査では、“本来の加古川らしさ”（昭和 22 年の ハビタット構成）という観点からハビタットを代表する種（着目種）を抽出し、現地調査での確認率（カ
バー率）を算出することにより、本来の加古川らしさに対する工事の影響と加古川らしさの程度を把握している。

主なご意見
学識経験者・

実施日等

・タケノコカワニナは瀬戸内海では最後に残された高密度分布地点と考えられるため、着目種
の中でも特に生息状況を監視し、保全していく必要がある。
・タケノコカワニナの分布は比高に加え、縦断的な流程分布（塩分分布）にも影響されている。そ
のため、河口最下流域の塩分が長く滞留する場所には生息していない。今後、河道掘削により
上流へと塩水遡上が進行すると、現在分布している箇所も塩分環境が変化し、生息環境として
は適さなくなる恐れがある

姫路市立水族
館
増田 修氏
2024年3月1日

・水際付近が干潟環境に生息する生物が豊富である。河口干潟②、水際植生①の左岸側水路
が堆積により埋まるようであれば、入江状・スロープ状に掘削し、潮間帯を広く創出できれば、本
川側の掘削による影響をより低減できると考えられる。

・中州の樹木伐採は問題ないが、基盤が崩れ干潟が消失するような掘削は実施しないで頂きた
い。植生が発達している砂州であれば問題ないが、ヨシ等の抽水植物のみの環境は地盤が緩く、
出水により洲が浸食され干潟が消失する恐れもあるため、掘削方法には注意が必要である。

・加古川河口部は瀬戸内海で数少ない貴重なシロウオ、シラウオの産卵場であるため、保全し
て頂きたい。

モニタリング調査範囲

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

水国 ● ● ●

干潟 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

水国 ● ● ●

干潟 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

水国 ●

干潟 ● ● ● ● ● ● ● ● ◯ ●

植物 水国 ● ●

植物 干潟 ● ● ● ● ● ● ●

基図作成調査 水国 ● ●

植生図 干潟 ● ● ● ● ● ● ● ●

物理環境調査 干潟 ●

鳥類 水国 ● ● ●

両・爬・哺 水国 ● ●

項目

※水国：河川水辺の国勢調査
　　〇：令和3年に実施された陸上昆虫類の干潟調査は、ヨドシロヘリハンミョウのみを対象とした調査
　　春：R6春季に、植物調査の重要種調査とベルトトランセクト調査を実施。

河道掘削前

魚類

陸上
昆虫類等

調査年度

底生
動物
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十勝川水系加古川水系動植物の生息・生育・繁殖環境 河口部干潟のモニタリング調査

魚類着目種の経年確認状況

○ 着目種カバー率は、工事前と工事中を比較して、横ばいあるいは高くなる傾向にあり、掘削による顕著な影響はない。

着目種カバー率＝現地確認された着目種数／着目種数

H22 Ｈ23 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3 R5

1 Ⅰ イソガニ属 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○
2 Ⅰ イソコツブムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○
3 Ⅱ ヤマトスピオ ○ ○ ○ ○ ○ □ 〇 〇 ○
4 Ⅱ イトゴカイ科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○
5 Ⅱ、Ⅴ、わんど ホソウミニナ △ △ △ △ △ △
6 Ⅱ、わんど カワアイガイ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 △
7 Ⅱ、わんど タケノコカワニナ △ ○ ○ ○ △ 〇 △
8 Ⅲ、わんど ハクセンシオマネキ 〇 ○ ○ ○ △ □ ○ △ △ □
9 Ⅲ コメツキガニ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 □
10 Ⅳ ヒラドカワザンショウガイ ○ ○ ○ ○ ○ □ 〇 〇 ○
11 Ⅳ、わんど アシハラガニ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 △
12 Ⅳ、わんど フトヘナタリガイ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 △
13 Ⅳ カワザンショウガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○
Ⅴ アシハラガニ属 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 □

14 Ⅴ アサリ ○ ○ □ ○ ○ ○ 〇 〇 ○
15 Ⅴ ホトトギスガイ ○ ○ ○ ○ □ 〇 〇 ○
16 Ⅵ カワゴカイ属 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 □
17 Ⅶ クロベンケイガニ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○
18 Ⅶ ハマガニ ○ ○ ○ □ ○ ○ 〇 〇 □
19 わんど オカミミガイ

5 17 16 16 18 18 18 18 17 18

26.3 89.5 84.2 84.2 94.7 94.7 94.7 94.7 89.5 94.7

アシハラガニはアシハラガニ属に含まれるため同時確認では1種と計数した。

○：該当するすべてのハビタットで確認

△：該当する一部のハビタットで確認（種数としてカウント）

□：確認したハビタットが不明もしくは該当しないハビタットで確認（種数としてカウント）

I:転石型干潟 注)以下は和名表記に変更した。

II：砂泥干潟 Hemigrapsus属⇒イソガニ属

III：砂質干潟 Helice属⇒アシハラガニ属

IV：ヨシ原（河口下流部） Hediste属⇒カワゴカイ属

V：砂礫質干潟

VI：礫質干潟

VII：ヨシ原（河口上流部）

注）オカミミガイは、平成17年度に河口干潟①の右岸ワンド部で確認された（平成18年3月、総合科学株式会社）。しかし、これ以降は確認がない。

カバー率(%)

工事中
No. ハビタット 種名

工事前

種類数

・底生動物の着目種は計19種が選定されており、オカミミガイについては、これまでの調査で確認されて
いない。
・カバー率は、工事前約90%、工事中約84～95%と大きな変化はない。

H22 H23 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3 R5

1 コハンミョウ ○ -

2 ヒゲコガネ ○ ○ ○ ○ ○ -
3 セマルケシマグソコガネ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○
4 ヨドシロヘリハンミョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 干潟 キバナガミズギワゴミムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○
6 ウミホソチビゴミムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

2種 2種 2種 4種 6種 5種 5種 5種 1種 3種

33％ 33％ 33％ 67％ 100％ 83％ 83％ 83％ 17％ 50％

※　R3年度はヨドシロヘリハンミョウのみを調査対象種とした。
　　　〇は該当するハビタットで確認されたことを示す。

No.

種数

カバー率

礫河原

ハビタット
工事前 工事中

種名

・魚類の着目種は計10種が選定されている。
・カバー率は、工事前80～100％、工事中は90～100％と大きな変化は
ない。
・令和5年度はトビハゼが確認されなかったが、同様のハビタットに生息
する種は確認されている。

工事前 工事中

1 淵、わんど スズキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 淵、わんど ボラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 わんど マサゴハゼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 わんど、干潟 トビハゼ ○ ○ △ ○ △ △ △ △
5 わんど、干潟 チクゼンハゼ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○
6 わんど、干潟 マハゼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 干潟 シラウオ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○
8 干潟 ヒモハゼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 干潟 エドハゼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10 干潟 ヒメハゼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8種 10種 10種 10種 10種 10種 10種 10種 10種 9種

80 100 100 100 100 100 100 100 100 90

○：該当するすべてのハビタットで確認
△：該当する一部のハビタットで確認（種数としてカウント）
□：該当しないハビタットで確認、もしくは確認したハビタットが不明（種数としてカウント）

H29

10種

H30 R1 R5H26 R3

種数

カバー率％

H27 H28
No. ハビタット 種名

H22 H23

・陸上昆虫類の着目種は計6種が選定されている。
・カバー率は、工事前33％、工事中は33～100％と、工事中が高くなって
いる。
・着目種の確認状況にばらつきはあるが、ハビタット毎での確認状況に
大きな変化はない。

陸上昆虫類着目種の経年確認状況

底生動物着目種の経年確認状況
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十勝川水系加古川水系
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H29

（6巡目）

R4

（7巡目）

魚
類

（
確

認
種

数
）

重要種 在来種 その他外来種 特定外来生物 不明

動植物の生息・生育・繁殖環境 動植物の生息・生育・繁殖環境の変遷

○ 魚類について、重要種・特定外来生物等を分類した場合と回遊型による分類を実施。
○ 現行方針策定時から確認種数は横ばいの傾向であるが、平成24年度の確認種数がやや少ないことについては、主に偶発的に確認されることの多い汽水・海水魚の種数の変

化によるものが大きい。

魚類相の変遷

現行基本方針策定時点（H20）

回遊型の変遷

5 12 17 15 14 13 135
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H29

（6巡目）

R4

（7巡目）
魚

類
（
確

認
種

数
）

回遊魚 汽水・海水魚 純淡水魚 その他

現行基本方針策定時点（H20）
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十勝川水系加古川水系動植物の良好な生息・生育・繁殖環境の保全・創出 【下流部：約4k～約11k】

【環境の保全・創出の方針】

○ オオヨシキリやジュウサンホシテントウ等の生息・繁殖環境となって
いる水際植生等の保全・創出を図る。

中礫

目標とする
良好な区間

目標とする良好な区間

【現状】
○ 良好な水際環境等、多様な環境が形成されている。
○ ヨシ群落、オギ群落等で繁殖するオオヨシキリが確認されている。

○ ヨシ群落等に生息する昆虫類を捕食するジュウサンホシテントウが
確認されている。

○ 流れの緩やかな場所や水生植物の繁茂する水域にはヤリタナゴ
等のタナゴ類やミナミメダカが確認されている。

○ 4k及び7～12km区間は水生植物群落の面積が減少傾向にある。

○ 3～4k及び6～11k、14k区間はワンド・たまりの面積が増加傾
向にある。

○ 自然再生事業として、各所でワンド・たまりの再生、瀬・淵の再生、
礫河原の再生を実施・計画している。

a）生息場の多様性の評価（大セグメントの中央値に基づき評価）
距離標 4 5 6 7 8 9 10 11

大セグメント区分 セグメント2-1

河川環境区分 区分2

1. 低・中茎草地 - - - - △ ○ △ ○

2. 河辺性の樹林･河畔林 ○ ○ △ △ ○ △ △ ○

3. 自然裸地 △ △ △ ○ △ ○ ○ ○

4. 外来植物生育地 × × × × △ △ △ △

5. 水生植物帯 - - - ○ △ △ ○ ○

6. 水際の自然度 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ △

7. 水際の複雑さ △ ○ △ ○ ○ △ △ ○

8. 連続する瀬と淵 - - - △ △ △ ○ ○

9. ワンド･たまり ○ △ ○ ○ ○ △ △ △

10. 湛水域 × × × △ - - - △

11. 干潟 - - - - - - - -

12. ヨシ原 - - - - - - - -

1 1 -1 4 4 3 4 6

b） 生物との関わりの強さの評価
距離標 4 5 6 7 8 9 10 11

大セグメント区分 セグメント2-1

河川環境区分 区分2
魚類（H29） 11 11 8

底生動物（H30） 6 6 8 8

植物（H22） 8 8

鳥類（H24） 3 2 6 4 4 3 4

両・爬・哺（H27） 2 2

陸上昆虫類（H28） 8 8

重要種全体合計 9 16 8 16 33 23 3 12

ヤリタナゴ 28 28

ワンド･たまり ○ △ ○ ○ ○ △ △ △

ミナミメダカ 10 10

水生植物帯 - - - ○ △ △ ○ ○

オオヨシキリ 9 7 9 4

水生植物帯 - - - ○ △ △ ○ ○

生物との関わりの強さの評価値 1 0 1 3 1 0 2 2

※河川水辺の国勢調査で確認された重要種数、個体数を示す。

c） 代表区間の選定
距離標 4 5 6 7 8 9 10 11

河川環境区分 区分2

生息場の多様性の評価値 1 1 -1 4 4 3 4 6

生物との関わりの強さの評価値 1 0 1 3 1 0 2 2

代表区間候補の抽出 ○ ○ ○

候補の抽出理由

橋の有無 ○ ○ ○

代表区間の選定結果 ★

重
要
種
数

生息場の多様性の評価値が最も高い区間で

ある。

選定理由

生息場の多様性の評価値が最も高い11k区

間は堰直下であり、特異な環境であるため、
10k区間を代表区間として選定した。

生息場の多様性の評価値

特
徴
づ
け
る
種
（

注
目
種
）

の

個
体
数
と
依
存
す
る
生
息
場

魚
類

鳥
類

生物との関わりの強さ
に関するコメント

陸
域

水
際
域

水
域

典
型
性

汽
水

目標とする
良好な区間

流れの緩やかな場所や水
生植物の繁茂する水域に

生息するヤリタナゴ

ヨシ群落、オギ群落等で
繁殖するオオヨシキリ

加古川河川環境管理シート
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十勝川水系加古川水系動植物の良好な生息・生育・繁殖環境の保全・創出 【下流部：約12k～約15k】

【現状】
○ 良好な水際環境等、多様な環境が形成されている。
○ ヨシ群落、オギ群落等で繁殖するオオヨシキリが確認されている。
○ 加古川大堰の湛水域にはカンムリカイツブリ等が集団越冬地として利用している。
○ ヨシ群落等に生息する昆虫類を捕食するジュウサンホシテントウが確認されている。
○ 流れの緩やかな場所や水生植物の繁茂する水域には、ミナミメダカが確認されてい

る。
○ 4k及び7～12km区間は水生植物群落の面積が減少傾向にある。

○ 3～4k及び6～11k、14k区間はワンド・たまりの面積が増加傾向にある。
○ 自然再生事業として、15～16k中州において瀬・淵の再生を計画している。

【環境の保全・創出の方針】

○ オオヨシキリやジュウサンホシテントウ等の生息・繁殖環境となっている水際植生等
の保全・創出を図る。

目標とする良好な区間

広々とした平地

セグメント2-1

中流部下流部

目標とする
良好な区間

ヨシ群落等に生息する
昆虫類を捕食する

ジュウサンホシテントウ

a）生息場の多様性の評価（大セグメントの中央値に基づき評価）
距離標 12 13 14 15

大セグメント区分

河川環境区分

1. 低・中茎草地 △ - ○ △

2. 河辺性の樹林･河畔林 △ - △ ○

3. 自然裸地 - - △ ○

4. 外来植物生育地 × × × △

5. 水生植物帯 - - △ ○

6. 水際の自然度 △ △ ○ ○

7. 水際の複雑さ △ △ ○ ○

8. 連続する瀬と淵 - - - -

9. ワンド･たまり - - ○ ○

10. 湛水域 × × △ -

11. 干潟 - - - -

12. ヨシ原 - - - -

-2 -2 3 6

b） 生物との関わりの強さの評価
距離標 12 13 14 15

大セグメント区分 セグメントM
河川環境区分 区分3

魚類（H29） 8 10

底生動物（H30） 3

植物（H22）

鳥類（H24） 1 2 1

両・爬・哺（H27）

陸上昆虫類（H28）

重要種全体合計 9 0 2 14

ミナミメダカ 4 12

水生植物帯 - - △ ○

カンムリカイツブリ 3 16

湛水域 × × △ -

生物との関わりの強さの評価値 0 0 0 1

※河川水辺の国勢調査で確認された重要種数、個体数を示す。

c） 代表区間の選定
距離標 12 13 14 15

河川環境区分

生息場の多様性の評価値 -2 -2 3 6

生物との関わりの強さの評価値 0 0 0 1

代表区間候補の抽出 ○

候補の抽出理由

橋の有無 ○

代表区間の選定結果 ★

典
型
性

選定理由

生息場の多様性の評価値

特
徴
づ
け
る
種
（

注
目
種
）

の

個
体
数
と
依
存
す
る
生
息
場

魚
類

鳥
類

陸
域

水
際
域

水
域

汽

水

生物との関わりの強さ

に関するコメント

重
要
種
数

区分3

区分3

セグメント2-1

生息場の多様性
の評価値が最も高
い区間でのうち、
生物との関わりの
強さの評価値が高
い15kを選定した。

生息場の多様性
の評価値が最も高
い区間である。

目標とする
良好な区間

流れの緩やかな場所や水
生植物の繁茂する水域に

生息する、ミナミメダカ

加古川河川環境管理シート
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十勝川水系加古川水系動植物の良好な生息・生育・繁殖環境の保全・創出 【中流部：約16k～約26k】

【環境の保全・創出の方針】

○ アブラボテ、カネヒラ等の生息・繁殖環境となっている水際植
生、ワンド・たまり等の保全・創出を図る。

【現状】
○ ワンド・たまり、良好な水際環境等、多様な環境が形成されて

いる。
○ 流れの緩やかな場所で採餌するカワセミが確認されている。
○ ワンド・たまりや自然再生事業箇所でアブラボテやカネヒラが

確認されている。

○ 24～25k及び31k区間は水生植物群落の面積が増加傾向にあ
るが、26～27k区間は減少傾向にある。

○ 18k区間は早瀬の面積が、21k及び25k,35k区間はワンド・
たまりの面積が増加傾向にある。

○ 22～24k区間は自然裸地の面積が、21～27k区間は淵の面積
が減少傾向にある。

○ 自然再生事業として、礫河原の再生を実施・計画している。

目標とする
良好な区間

水際植生のあるワンド・たまりに生息する
アブラボテ(写真左)、カネヒラ(写真右)

中礫

目標とする
良好な区間

a）生息場の多様性の評価（大セグメントの中央値に基づき評価）
距離標 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

大セグメント区分

河川環境区分

1. 低・中茎草地 ○ ○ △ ○ ○ △ △ ○ ○ △ △

2. 河辺性の樹林･河畔林 ○ △ ○ ○ △ ○ ○ △ △ ○ ○

3. 自然裸地 ○ ○ ○ △ ○ ○ △ △ △ △ ○

4. 外来植物生育地 △ × × × × △ × △ △ △ △

5. 水生植物帯 ○ △ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ △

6. 水際の自然度 ○ ○ △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ ○

7. 水際の複雑さ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ △ △ ○

8. 連続する瀬と淵 ○ ○ △ - △ ○ ○ △ ○ △ △

9. ワンド･たまり △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

10. 湛水域 - - - - - - - - - - -

11. 干潟 - - - - - - - - - - -

12. ヨシ原 - - - - - - - - - - -

7 4 3 3 3 5 4 3 5 3 4

b） 生物との関わりの強さの評価
距離標 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

大セグメント区分

河川環境区分

魚類（H29） 10 10 10

底生動物（H30） 3 4 4

植物（H22） 3 3 11 11

鳥類（H24） 1 1 2 2 2 1 2 6 1 3 2

両・爬・哺（H27） 4 4

陸上昆虫類（H28） 7 7

重要種全体合計 14 1 2 5 5 1 2 42 37 3 2

アブラボテ 1 1 1

ワンド･たまり △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

カワセミ 3 1

ワンド･たまり △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

生物との関わりの強さの評価値 0 0 0 0 2 2 2 2 2 0 0

※河川水辺の国勢調査で確認された重要種数、個体数を示す。

c） 代表区間の選定
距離標 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

河川環境区分

生息場の多様性の評価値 7 4 3 3 3 5 4 3 5 3 4

生物との関わりの強さの評価値 0 0 0 0 2 2 2 2 2 0 0

代表区間候補の抽出 ○ ○ ○

候補の抽出理由

橋の有無 ○ ○

代表区間の選定結果 ★

生息場の多様性の評価値

典
型
性

陸
域

水
際
域

水
域

汽
水

重
要
種
数

特
徴
づ
け
る
種
（

注
目
種
）

の

個
体
数
と
依
存
す
る
生
息
場

魚
類

鳥
類

生物との関わりの強さ

に関するコメント

選定理由

生息場の多様性の評価値が最も高い21k
区間は支川合流部を含み特殊な環境であ
ることから24k区間を代表区間として選定し
た。

セグメント2-1

区分4

区分4

区分4
セグメント2-1

生息場の多様性の評価値が高い区間であ
る。

目標とする
良好な区間

加古川河川環境管理シート
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十勝川水系加古川水系動植物の良好な生息・生育・繁殖環境の保全・創出 【中流部：約27k～約36k】

目標とする
良好な区間

【現状】
○ ワンド・たまり、良好な水際環境等、多様な環境が形成されている。

○ 滝野大橋より上流には、闘竜灘を中心とした広い露岩地が見られ、景
観上の特徴となっている。

○ 流れの緩やかな場所で採餌するカワセミが確認されている。
○ ワンド・たまりや自然再生事業箇所でアブラボテやイチモンジタナゴが

確認されている。

○ 24～25k及び31k区間は水生植物群落の面積が増加傾向にあるが、
26～27k区間は減少傾向にある。

○ 18k区間は早瀬の面積が、21k及び25k,35k区間はワンド・たまり
の面積が増加傾向にある。

○ 22～24k区間は自然裸地の面積が、21～27k区間は淵の面積が減少
傾向にある。

○ 自然再生事業として、各所でワンド・たまりの再生、礫河原の再生を実
施・計画している。

目標とする良好な区間

保全区間

保全
区間

広い露岩地が見られ

景観上の特徴となっている闘竜灘

【環境の保全・創出の方針】

○ アブラボテ、イチモンジタナゴ等の生息・繁殖環境となっている水際植
生、ワンド・たまり等の保全・創出を図る。

○ 特徴的な河川景観である「闘竜灘」の保全を図る。

a）生息場の多様性の評価（大セグメントの中央値に基づき評価）
距離標 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

大セグメント区分 セグメント1

河川環境区分 区分5

1. 低・中茎草地 ○ △ △ ○ ○ ○ △ △ ○ △

2. 河辺性の樹林･河畔林 △ △ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ △

3. 自然裸地 ○ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △

4. 外来植物生育地 × × × × △ × △ - △ △

5. 水生植物帯 △ ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ -

6. 水際の自然度 ○ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

7. 水際の複雑さ ○ △ △ △ ○ ○ △ ○ ○ △

8. 連続する瀬と淵 ○ - △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

9. ワンド･たまり - - - △ △ △ △ △ ○ △

10. 湛水域 - × △ - - - - - - -

11. 干潟 - - - - - - - - - -

12. ヨシ原 - - - - - - - - - -

4 -1 2 4 6 5 2 5 8 1

b） 生物との関わりの強さの評価
距離標 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

大セグメント区分 セグメント1

河川環境区分 区分6
魚類（H29） 11 11

底生動物（H30） 4 4

植物（H22） 7 7

鳥類（H24） 1 1 1 3 5 5 3 4 3

両・爬・哺（H27） 5 5

陸上昆虫類（H28） 11 11

重要種全体合計 12 12 1 3 20 25 8 11 10 4

アブラボテ 22 22

ワンド･たまり - - - △ △ △ △ △ ○ △

カワセミ 1 1 1 2

ワンド･たまり - - - △ △ △ △ △ ○ △

生物との関わりの強さの評価値 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

※河川水辺の国勢調査で確認された重要種数、個体数を示す。

c） 代表区間の選定
距離標 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

河川環境区分 区分6

生息場の多様性の評価値 4 -1 2 4 6 5 2 5 8 1

生物との関わりの強さの評価値 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

代表区間候補の抽出 ○ ○

候補の抽出理由

橋の有無

代表区間の選定結果 ★

d） 保全区間の選定
距離標 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

大セグメント区分 セグメント1

河川環境区分 区分5
礫河原の植生域

湧水地

海浜植生帯 - - - - - - - - -

塩沼湿地 - - - - - - - - -

露岩地 ○

距離標 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

保全区間候補の抽出 ○
候補の抽出理由 景勝地である闘竜灘がある。

保全区間の選定結果 ★

生息場の多様性の評価値が最も高い区
間である。

生息場の多様性の評価値が最も高い
35k区間は露岩地が広くみられる特殊な
環境であるため、次に評価値が高い31k
区間を代表区間として選定した。

典
型
性

陸

域

水
際
域

水
域

汽

水

選定理由

重
要
種
数

生息場の多様性の評価値

特

徴
づ
け
る
種
（

注
目
種
）

の

個

体
数
と
依
存
す
る
生
息

場

魚
類

鳥
類

生物との関わりの強さ
に関するコメント

選定理由

広い露岩地が見られ景観上の特徴となっている
35km地点を保全地点として選定した。

環

境

要

素

（

特

殊

性

）

地

形

・

景

観

等

目標とする良好な区間保全区間
加古川河川環境管理シート
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十勝川水系加古川水系加古川における治水と環境の両立を目指した掘削 【下流部：約4k～約16k】

加古川における良好な環境を有する区間 (加古川 10.8k付近)

掘削箇所における環境の保全・創出の概念図 (加古川 9.8k付近)

オオヨシキリやジュウサンホシ
テントウ等が生息する水際植生

底生生物や魚類等の生息場となる
わんど・たまりを保全・創出を図る

中礫

目標とする良好な区間

対策後河道断面

現況河道断面

ワンド・たまり

わんど・たまり

水際植生

河道掘削にあたっては、平水位に限らず目標とする

河道内氾濫原の生態系に応じて掘削深や形状を工夫す
るとともに、河川が有している自然の営力を活用する

（砂州の固定化、樹林化を抑制し、土砂動態に配慮）

対策後河道断面

現況河道断面

加古川河川環境管理シート (下流部：約4k～約16k)
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十勝川水系加古川水系加古川における治水と環境の両立を目指した掘削 【中流部：約16k～約36k】

加古川における良好な環境を有する区間 (加古川 24.6k付近)

掘削箇所における環境の保全・創出の概念図 (加古川 26.4k付近)

中礫

目標とする良好な区間

アブラボテ、イチモンジタナゴ等が生息する
水際植生のあるワンド・たまり

現況河道断面

対策後河道断面

現況河道断面

底生生物や魚類等の生息場となる
ワンド・たまりを保全・創出を図る

河道掘削にあたっては、平水位に限らず目標とする

河道内氾濫原の生態系に応じて掘削深や形状を工夫す
るとともに、河川が有している自然の営力を活用する

（砂州の固定化、樹林化を抑制し、土砂動態に配慮）

加古川河川環境管理シート (中流部：約16k～約36k)
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十勝川水系加古川水系流水の正常な機能を維持するため必要な流量の設定
○国包地点における流水の正常な機能を維持するために必要な流量は、しろかき期(6月)で概ね9m3/s、それ以外の期間は通年で概ね7m3/sとしている。
○加古川における河川水の利用は、農業用水(42.37m3/s)、水道用水(3.05m3/s)、工業用水(0.87m3/s)、その他雑用水等多岐にわたる。
○国包地点の平均渇水流量は7.41m3/s、平均低水流量は12.83m3/sである。

維持流量の設定

検討項目 決定根拠等

①動植物の生息または生育地の状況 サツキマス、ニゴイ等の移動に必要な流量

②景観 景勝地「闘竜灘」において滝の景観が維持される流量

③流水清潔の保持 環境基準（BOD75%値)の2倍を満足するために必要な流量

④舟運 感潮域、大堰湛水区間のみの利用であるため設定しない

⑤漁業 動植物の生息または生育地の状況に準ずる

⑥塩害の防止 感潮区間内に取水がないことから設定しない

⑦河口閉塞の防止 過去に河口閉塞は発生していないため設定しない

⑧河川管理施設の保護 対象となる河川管理施設がないため設定しない

⑨地下水位の維持 過去に被害が確認されたことがないため設定しない

⑩水利流量 国包地点下流の水利流量を満足する流量として設定

基準地点

基準地点は以下の点を勘案し、
国包地点とする。

正常流量の設定

現況の流況での平均渇水流量7.43m3/s、
平均低水流量は12.80m3/sである。

流況

加古川 国包（現況）1,656km2

流況
1/10平均値最小値最大値

－37.8420.2470.33豊水流量

13.1319.7211.6432.62平水流量

9.1212.806.6219.48低水流量

4.667.431.5211.30渇水流量

昭和46年～令和4年の52年間
欠測年（昭和46.48.59.61年、平成28年）

1/10相当（第4位/欠測を除いた有効年46年）
統計期間

国包地点における流水の正常な機能を維持するために必要な流量は、動植物の生息、
生育及び漁業等を考慮して、代かき期(6月)で概ね9m3/s、それ以外の期間は通年で概ね
7m3/sとしている。

正常流量
流域面

積

（km2）

代表

地点

河川

名 非かんがい期

12～3 月

非かんがい期

10～11 月

かんがい期

7～9 月

代かき期

6 月

かんがい期

5 月

非かんがい期

4月

概ね7m3/s概ね7m3/s概ね7m3/s概ね9m3/s概ね7m3/s概ね7m3/s1,656国包加古川

①流量の把握が可能で、過去の水文
資料が十分に備わっている。

②大規模な取水区間の上流に位置し、
流量の監視が行いやすい。

③全流域面積の97％を占めており、
主要支川の合流後にあたり、流域
全体の流況把握に適している。

0
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15

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

流
量

(m
3
/s

)

距離

(km)

正常流量 6月（しろかき期） 維持流量 正常流量 基準地点 景観 動植物 流水の清潔の保持

区間1 区間2 区間3 区間4 区間5 区間6

区間2-1 区間2-2

国包地点
9.0m3/s

水収支縦断図（しろかき期における正常流量：6/1～6/30）

正常流量(9.0m3/s) ＝ + 水利権量(9.44m3/s) － 流入・還元・補給量(0.40m3/s)
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①

維持流量(0.00m3/s)

基準地点：国包
概ね9m3/s 16



十勝川水系加古川水系【参考資料】本文記載種の根拠資料1/2

※1：種名の後の括弧書きは、重要種の指定状況を示す。
○文化財

特天：国指定特別天然記念物
○絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律(平成4年法律第75号)

国際：国際希少野生動植物種
○環境省レッドリスト2020

CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧
○兵庫の貴重な自然 兵庫県版レッドデータブック2013（鳥類）
○兵庫県版レッドリスト2014（貝類・その他無脊椎動物）
○兵庫の貴重な自然 兵庫県版レッドデータブック2017（哺乳類・爬虫類・両生類・魚類・クモ類）
○兵庫の貴重な自然 兵庫県版レッドデータブック2020（植物・植物群落）

※2：根拠資料の出典は以下の通り。
国土交通省：河川水辺の国勢調査
環境庁：自然環境保全基礎調査
兵庫県：

本文新旧
対照表

No.
本文（一部抜粋） 分類 掲載種等 区分 根拠 調査年度 備考

両生類
オオサンショウウオ
（特天、国際、VU、Ｂ）

上流部 環境庁 S53-55 第２回自然環境保全基礎調査

魚類 オヤニラミ（EN、Ｃ） 上流部 兵庫県 H17

魚類 アカザ（ＶＵ） 上流部 兵庫県 H4,H9,H17

国土交通省 H7,H12,H15,H22

兵庫県 H9,H17

植物 ハンゲショウ（Ｃ） 中流部 国土交通省 H7,H12,H15,H22,R2-3

国土交通省 H7,H12,H15,H22,H29,R1,R2-3,R4

兵庫県 H4,H17

植物 サイカチ（調、準(近)） 中流部 国土交通省 H7,H12,H15,H22

植物 フサナキリスゲ 中流部 国土交通省 H7,H12,H15,H22

植物 サツキ（Ａ） 中流部 国土交通省 H7,H12,H15,H22,R2-3,R4

国土交通省 H7,H12,H15,H22,R2-3

兵庫県 H17

国土交通省 H4,H9-10,H14,H19,H24,H29,R1,R2,R3,R4

兵庫県 H4,H9,H17

国土交通省 H4,H14,H19,H24,H29,H30,R1,R2,R3,R4

兵庫県 H17

鳥類 カンムリカイツブリ（繁3） 下流部 国土交通省 H5,H10,H16,H24,R3

鳥類 カモ類 下流部 国土交通省 H5,H10,H16,H24,R3

植生 ヨシ群落 下流部 国土交通省 H15,H22,H26,R1

植生 オギ群落 下流部 国土交通省 H15,H22,H26,R1

国土交通省 H5,H10,H16,H24,R3

兵庫県 H4,H9

昆虫類 ジュウサンホシテントウ 下流部 国土交通省 H4,H8,H13,H28

中流部

魚類 カネヒラ（Ｂ） 中流部

16

美嚢川合流点から古新堰堤までの下流部では、古新堰
堤、加古川堰堤、加古川大堰による湛水区間が断続的
に分布している。特に加古川大堰より上流区間は広い湛
水域となっており、カンムリカイツブリやカモ類の集団越冬
地となっている。河川敷には抽水植物群落が発達し、多
様な生物の生息・繁殖場となっている。特に、ヨシ群落、
オギ群落にはオオヨシキリが繁殖しており、ヨシ群落に
はジュウサンホシテントウ等が生息・繁殖している。

鳥類 オオヨシキリ（注、繁3） 下流部

中流部

植物 ゴキヅル（Ｃ） 中流部

植物 ユキヤナギ（準(近)） 中流部

14

源流から篠山川合流点までの上流部では、山地ではあ
るが起伏が小さく丘陵地の様相を呈し、アカマツ群落、ス
ギ・ヒノキ植林で占められ、渓流にはオオサンショウウオ
が生息・繁殖している。また、比較的広い谷底平野が発
達し、抽水植物の繁茂した岸近くの緩流部にはオヤニラ
ミ、平瀬にはアカザ等の魚類が生息・繁殖している。

15

篠山川合流点から美嚢川合流点までの中流部では、丘
陵地や広々とした平地部を蛇行しながら流下し、滝野大
橋より上流には「闘竜灘」を中心とした広い露岩地がみら
れ、景観上の特徴となっている。低湿地では、ミクリ、ハ
ンゲショウ、ゴキヅル等が見られるほか、マメ科の落葉
高木であるサイカチが生育している。闘竜灘等の岩盤上
には、渓流沿いの岩地に生育するフサナキリスゲ、サツ
キ、ユキヤナギ等が生育している。抽水植物の繁茂した
岸近くの緩流部やわんどやたまりにはアブラボテ、カネヒ
ラ等が生息・繁殖している。

植物 ミクリ（ＮＴ、Ｃ、Ａ(近)）

魚類 アブラボテ（ＮＴ、Ｃ）

○兵庫県版レッドリスト2022（昆虫類）
Ａ：Ａランク、Ｂ：Ｂランク、Ｃ：Ｃランク、注：要注目種、調：要調査種

○改訂・近畿地方の保護上重要な植物－レッドデータブック近畿2001－
Ａ(近)：絶滅危惧種Ａ、Ｂ(近)：絶滅危惧種Ｂ、Ｃ(近)：絶滅危惧種Ｃ、準：準絶滅危惧種

○近畿地区・鳥類レッドデータブック-絶滅危惧種判定システムの開発（2002）
繁3：繁殖個体群・ランク3

17



十勝川水系加古川水系【参考資料】本文記載種の根拠資料2/2
本文新旧
対照表

No.
本文（一部抜粋） 分類 掲載種等 区分 根拠 調査年度 備考

植生 ヨシ群落 感潮域 国土交通省 H15,H22,H26,R1

植生 アイアシ群落 感潮域 国土交通省 H15,H22,H26,R1

魚類 エドハゼ 感潮域 国土交通省 H9-10,H14,H19,H23,H26,H27,H28,H29,H30,R1,R3,R4

魚類 クボハゼ 感潮域 国土交通省 H14,H19,H23,H26,H27,H28,H29,H30,R1,R3,R4

底生動物 カワアイガイ（VU、Ａ） 感潮域 国土交通省 H9,H14,H20,H23,H25,H26,H27,H28,H29,H30,R1,R3

底生動物 ハクセンシオマネキ 感潮域 国土交通省 H14,H20,H23,H25,H26,H27,H28,H29,H30,R1,R3

鳥類 シギ・チドリ類 感潮域 国土交通省 H5,H10,H16,H24,R3

昆虫類 ヨドシロヘリハンミョウ 感潮域 国土交通省  H18,H28,H29,H30,R1,R3

両生類
オオサンショウウオ
（特天、国際、VU、Ｂ）

上流部 No.14と同じ

魚類 オヤニラミ（EN、Ｃ） 上流部 No.14と同じ

魚類 アブラボテ（ＮＴ、Ｃ） 中流部 No.15と同じ

魚類 カネヒラ（Ｂ） 中流部 No.15と同じ

鳥類 オオヨシキリ（注、繁3） 下流部 No.16と同じ

昆虫類 ジュウサンホシテントウ 下流部 No.16と同じ

魚類 エドハゼ 感潮域 No.17と同じ

魚類 クボハゼ 感潮域 No.17と同じ

底生動物 カワアイガイ（VU、Ａ） 感潮域 No.17と同じ

底生動物 ハクセンシオマネキ 感潮域 No.17と同じ

植生 ヨシ群落 感潮域 No.17と同じ

植生 アイアシ群落 感潮域 No.17と同じ

70
加古川中流部では、アブラボテ、カネヒラ等の生息・繁殖
環境となっている水際植生、わんど・たまり等の保全・創
出を図る。

71
加古川下流部では、オオヨシキリやジュウサンホシテント
ウ等の生息・繁殖環境となっている水際植生等の保全・
創出を図る。

72

加古川感潮域では、エドハゼ、クボハゼ等の魚類、カワ
アイガイ、ハクセンシオマネキ等の底生動物の重要な生
息・繁殖環境となっている干潟やヨシ群落、アイアシ群集
等の塩沼植物群落の保全・創出を図る。

17

古新堰堤から河口までの感潮域には、わんどやたまり、
干潟等の多様な環境が存在し、ヨシ群落、アイアシ群集
等の塩沼植物群落が広がっている。また、干潟にはエド
ハゼ、クボハゼ等の魚類、カワアイガイ、ハクセンシオマ
ネキ等の底生動物の重要な生息・繁殖環境となっている
ほか、シギ・チドリ類等の鳥類の採餌環境となっている。
干潟周辺から上流の砂礫帯では、ヨドシロヘリハンミョウ
等の重要な生息・繁殖環境となっている。

69

加古川上流部では、絶滅危惧種であるオオサンショウウ
オの生息・繁殖環境となっている渓流、オヤニラミ等の生
息・繁殖環境となっている水際植生等の保全・創出を図
る。

※1：種名の後の括弧書きは、重要種の指定状況を示す。
○文化財

特天：国指定特別天然記念物
○絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律(平成4年法律第75号)

国際：国際希少野生動植物種
○環境省レッドリスト2020

CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧
○兵庫の貴重な自然 兵庫県版レッドデータブック2013（鳥類）
○兵庫県版レッドリスト2014（貝類・その他無脊椎動物）
○兵庫の貴重な自然 兵庫県版レッドデータブック2017（哺乳類・爬虫類・両生類・魚類・クモ類）
○兵庫の貴重な自然 兵庫県版レッドデータブック2020（植物・植物群落）

※2：根拠資料の出典は以下の通り。
国土交通省：河川水辺の国勢調査
環境庁：自然環境保全基礎調査
兵庫県：

○兵庫県版レッドリスト2022（昆虫類）
Ａ：Ａランク、Ｂ：Ｂランク、Ｃ：Ｃランク、注：要注目種、調：要調査種

○改訂・近畿地方の保護上重要な植物－レッドデータブック近畿2001－
Ａ(近)：絶滅危惧種Ａ、Ｂ(近)：絶滅危惧種Ｂ、Ｃ(近)：絶滅危惧種Ｃ、準：準絶滅危惧種

○近畿地区・鳥類レッドデータブック-絶滅危惧種判定システムの開発（2002）
繁3：繁殖個体群・ランク3
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⑥総合的な土砂管理
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完成年度

※完成年度不明：22基

山地（砂防）領域の状況
○ 兵庫県によって昭和20年代以降、主に上流域に砂防堰堤の設置が進められており、令和5年までに330基の砂防堰堤が設置されている。
○ 令和2年時点の現況貯砂量は約296千m3で、計画貯砂量1,449千m3の20.5％の堆砂率となっており、容量には余裕がある。
○ 平成30年7月豪雨では流域内で斜面崩落が発生したが、平成29年度に整備された急傾斜地崩壊防止施設により土砂を捕捉し、人家等への被害を未然に

防止した。
○ 森林の有する土砂流出防止や水源涵養機能等が適切に発揮されるよう、加古川流域内では水源林造成事業による除間伐等の森林整備や、渓間工や山腹

工の施工が行われている。

山地領域の状況

砂防堰堤位置図

砂防堰堤の設置基数の経年変化

流域内の砂防堰堤貯砂量一覧表

丹波市柏原町見長（奥山川）の不透過型堰堤

丹波市柏原町上小倉（段山川）の透過型堰堤

丹波市青垣町沢野（奥塩久谷川）の
不透過型堰堤＋鋼製流木止工

流域内で約60箇所
（森林面積約1,700ha）

水源林造成事業

急傾斜地崩壊防止施設による被害防止状況

除伐前 除伐後
除伐状況（丹波篠山市和田谷国有林、R4年度）

竹林除去の森林整備（加東市朝光山国有林、R4年度）

森林整備の実施状況

各機関の近年の事業箇所
・国土交通省 六甲砂防事務所：
・林野庁 兵庫森林管理署 ：
・兵庫県（砂防） ：
・兵庫県（治山） ：

※1:令和5年度時点の値。
※2:令和2年度までに設置された300基のうち267基

の集計値。（33基は計画貯砂量および現況貯
砂量不明のため計上無し）

堆砂率※2

（％）

現況

貯砂量※2

（千m3）

計画

貯砂量※2

（千m3）

設置

基数※1

（基）

20.52961,449330
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ダム領域の状況
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○ 加古川水系では、食糧増産を目的とした戦後の農地開発と灌漑用水確保のため、昭和20年代から国営土地改良事業が進められ、鴨川ダムや糀谷ダム、
川代頭首工、大川瀬ダム、呑吐ダムが建設された。また、播磨臨海工業地帯への用水供給事業として、昭和33年から県営加古川工業用水道事業が進め
られ、平荘ダムと権現ダムが建設された。さらに、生活用水の確保や利水安全度の向上等を目的として、平成元年に加古川大堰が完成した。

○ 流域内のダムのうち集水面積が10km2以上である吞吐ダム、大川瀬ダム、鴨川ダム（いずれも農林水産省近畿農政局が管理）の堆砂状況については、
いずれのダムも、堆砂量は近年安定しており、計画堆砂量には達していない。

ダムの位置 鴨川ダム大川瀬ダム吞吐ダムダム名

加東市黒谷三田市大川瀬三木市志染町所在地

近畿農政局近畿農政局近畿農政局管理者

鴨川東条川志染川河川名

農業用水農業用水、水道用水農業用水、水道用水目的

昭和26年11月平成3年10月昭和61年9月竣工年月

19.2km260.6km249.8km2直接流
域
面
積 60.6km2219.1km2279.7km2間接

重力式コンクリートダム重力式コンクリートダム重力式コンクリートダム形式提
体

42.43m50.80m71.50m堤高

8,676,000m39,300,000m318,860,000m3総貯水量貯
水
池

296,000m31,100,000m3980,000m3堆砂量

0.54km20.68km21.05km2湛水面積

鴨川ダム

大川瀬ダム

吞吐ダム

主なダムの諸元
ダムの堆砂状況



十勝川水系加古川水系河道領域の状況 河床高の縦断的変化

○ 既往56年間（昭和42年～令和3年）の加古川の低水路平均河床高を整理した。
○ 加古川大堰建設や河床掘削等に伴う人為的な河床高の変動はあるものの、全体としては経年的に概ね±1.0m程度の間での変動であり、安定している。

平均河床高縦断図

加古川の平均河床高縦断図
22
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4.9k～5.2k付近,5.4k～5.8k付近

掘削 53,600m3

H23年度

5.8k+50m～6.0k+43.3m付近
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掘削 20,500m3

H25年度

16.4k+100m～16.6k+120m付近

掘削 18,700m3(土砂),7,020m3(軟岩),5,630m(硬岩)
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十勝川水系加古川水系河道領域の状況 河床高の縦断的変化

○ 既往56年間（昭和42年～令和3年）の万願寺川、東条川の低水路平均河床高を整理した。
○ 河床掘削等に伴う人為的な河床高の変動はあるものの、平成3年以降は安定している。

平均河床高縦断図
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十勝川水系加古川水系

H.W.L　28.506m

0.200Km
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河道領域の状況 河道の横断形状の経年変化

○ 既往56年間（昭和42年～令和3年）の代表断面の横断形状の経年変化を整理した。
○ 昭和42年から平成初頭頃までは、河道改修等により大きく横断形状が変化している箇所もあるが、近年は大きな変化は見られず、安定している。

加古川の横断形状の経年変化

加古川 河口部（相生橋上流 1k6）横断図

加古川 下流部（池尻橋上流 9k4）横断図

加古川 中流部（粟田橋上流 23k2）横断図

万願寺川（阿形橋上流 0k2）横断図

東条川（古川橋上流 1k4）横断図

H.W.L　3.467m

1.600Km

-6

-4

-2

0

2

4

6

8

標

高

-100 -50 0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500 550

横断距離(m)

H.W.L　12.093m

9.400Km

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

標

高

-100 -50 0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

横断距離(m)

H.W.L　30.365m

23.200Km

20

22

24

26

28

30

32

34

標

高

-100 -50 0 50 100 150 200 250 300

横断距離(m)

    R03年測量断面

    H29年測量断面

    H25年測量断面

    H21年測量断面

    H18年測量断面

    H16年測量断面

    H11年測量断面

    H03年測量断面

    S58年測量断面

    S50年測量断面

    S42年測量断面

H.W.L　35.723m

1.400Km

28

30

32

34

36

38

標

高

-100 -50 0 50 100 150

横断距離(m)

R03年測量断面

H30年測量断面

H22年測量断面

H20年測量断面

H16年測量断面

H11年測量断面

H03年測量断面

S58年測量断面

S50年測量断面

S42年測量断面

支川（万願寺川・東条川）

25



十勝川水系加古川水系河道領域の状況 土砂採取、河床材料の分布と経年的な変化

○ 昭和42年～昭和59年、62年と平成元年、5年、11年に砂利採取が実施されており、特に昭和44、45、57年に10万m3を超える大規模な砂利採取が行われ
ており、昭和40年代、50年代の河床低下の一因であると推測される。

○ 加古川における河床材料（代表粒径d60）の経年変化は、河口部の10kmより下流の区間では上流に比べて粒径が細かい傾向があるものの、概ね全ての
区間の代表粒径は礫成分である。
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十勝川水系加古川水系河口・海岸領域の状況
○河口部周辺は、播磨臨海工業地域に位置しており、両岸ともに工業地帯が広がっている。そのため、自然海岸は存在しておらず海岸侵食は起きていない。
○土砂の堆積や河口砂州の発達、河口閉塞といった現象は生じていない。
○河口部の横断形状は、昭和42年から平成21年までの期間は、侵食や堆積による顕著な断面形状の変化は見られず、概ね安定している。
○一方、平成25年以降に流下能力確保を目的とした大規模な浚渫工事を行っており、それによる断面形状の変化が見られる。

河口部の変化

浚渫

H.W.L

横断形状

河口部（0.0k）における浚渫工事実施状況（令和3年度の実施例）

河口部（0k0）の横断図

グラブ式浚渫工事
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⑦流域治水の推進
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十勝川水系加古川水系加古川流域治水プロジェクト2.0
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